
士 北

自、 海

衛２平 道

隊等成 告

平 法海 示

成 施士年 第

十 行及１

四 令び月

年 ２ 号

一 昭等日

北 海

〇 〇 〇 〇
い 遊 特 都
か 技 定 市
な 機 調 計
ご の 達 画
又 宗 認 道 契 道 法
は 谷 定 公 約 教 に
お 海 及 安 育 よ（
き 区 び 委 物 委 る

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
北 都 市 道 知 土 土
海 市 町 路 事 地 地
道 計 村 の 権 改 改
の 画 の 区 限 良 良

支 指 法 決 域 に 事 法
定 に 定 の 係 業 に庁
金 よ に 変 る の よ

告 融 る 係 更 保 計 る

第

〇 〇 〇 〇
一 特 平 平
般 定 成 成
競 非 十 十
争 営 四 四
入 利 年 年 告
札 活 度 度
の 動 第 第
実 法 一 一

号

毎
週
火
・
金
曜

月 和空

二 士 告
十 年の

九 政募

日

間
第期

令集
が
）次 号

火

と 第の

曜 お
条り

あ 漁 型 員 品 員 開
み 業 式 会 の 会 発
す 調 の 告 購 教 行
く 整 検 示 入 育 為
い 委 定 ） 長 に
網 員 等 に 告 関
漁 会 の 係 示 す
業 指 告 る る
に 示 示 入 工
係 札 事
る の の
指 公 完
示 告 了

示 機 開 る 安 画 道
関 発 都 林 変 営
及 行 市 の 更 換
び 為 計 指 の 地
収 に 画 定 同 処
納 関 の 意 分
代 す 変
理 る 更
金 工 に
融 事 関
機 の す
関 完 る
の 了 図

施 人 次 次 示 目
の 二 二
定 等 等
款 陸 陸
の 士 士
変 、 、
更 二 二
の 等 等
認 海 海
証 士 士
の 及 及
申 び び 次
請 二 二

日
発
行

日

定ら
規め

の定

示

、道

り。海

よた北

にれ
成事

平知

１
第
度
年堀

一 書
部 の
改 写
正 し

の
縦
覧 （

土
地（ （ （ （

都 都 道 改 農
市 市 路 良 地（ （

経 環 計 整 治 指 調
理 境 画 備 山 導 整
課 課 課 課 課 課 課

等 等
空 空
士 士
の の
試 募
験 集（

障 期 期
害 日 間
者 、（
保 生 試（ （
健 活 市 験 市
福 振 町 場 町
祉 興 村 等 村 発行
課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

自募自島

陸
等也

２
次達

出衛集衛集衛募

牧自募

務札事

張隊事隊事隊集

幌所幌所幌務

所札務札

地地地所

一 一 一 一
六 五 五 五
一 九 七 七

衛衛

同同同同同海自自

隊幌幌

衛札札

自隊隊

上

北幌倶静苗余地地

） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一
五 五 五 五 五 五 五
七 七 七 六 六 六 六

自
上
名陸同同同同同同

札東真丘滝美岩

隊
衛

） ） ） ）
電話

一 一 一 一 ペ
五 五 五 五 ー
五 五 三 三 ジ 印刷

定１２

衛度ら平試平試

自年め

場

隊第れ成験成験

期 法１た
１４名

施次。年日年の

等月月称

行２

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

海
北

男平

道 子成

告
示 年

第

月
４

絡絡絡

連連連

方方方

１

バ

蘭樽広

室小北

部部部

樽広ス

ル室１小北

市市島タ

１蘭

方方

町穂北ミ

東稲市ー

分防連連

恵別知内穂市

駐屯屯備絡絡

庭駐安駐

屯地屯地地隊部部

駐屯
虻静札余札苫

小

地地苫

庭別田内幌市幌小

恵登

南市

市市郡郡市郡市牧

区市区表

柏緑倶静東余

千駒珠川唄見
木町知内

屯駐

駐歳内駐駐駐沢

幌

屯地地地屯

屯駐駐屯屯
同滝美岩

称

地地地

地屯
幌歳幌川唄見

位札千札
東泉字市

市市市市市沢

央梅区区町美日

中祝南

１及

令
陸

和、位

昭士日日び

２月置
６

令士ら

政海か

年等）

び月

第及
２
空 ）

等日 号
士日 第

号 日
月
６

ら
か
）
月

日

丁丁町ル

２１進ナ

）
日

目目１４
丁

８２

－－目

石２
－

一 井

五 ビ中

三 ル央

駒１

町３安町苗町真町

－町字穂港

１字浦町町内丁
目 高和７番
丁外１ 砂

目地－

１６
ビ

号田 ２１神 地番 番

唄の 真丘 区

出 駒珠 南

台 内町

－４ 条

１丁
目

西
丁

置
目

電

採）
間

１験の

第試で

条用ま
付 び験北受

及試で

項の
日道時 第期海

、知に

堀す 規
験定 の
試事指 条

で
ま

等る 定
場

－ －－

－－－

－ －－－ －－－－

－－－－－－－－

－－－ －

－ 話－－

番－－－－－－－

号

と 、
の達 り

次 よ
が日 に

成り
お也 平



衛衛張

陸陸同航自自出
旭

自自自隊隊所

上上空

地

隊隊隊川川

衛衛衛旭

萌軽内方方

上留遠稚地

良駐駐分連連

富

北 海

上

募自募自募自募陸同

隊案自

集衛集衛集衛集

函務函内衛

事隊事隊事

館所館所館所隊

務函務
方方川寄

地地地旭名

所
連連連駐駐

方

道 公 報

衛

自募自募陸自自募自
事隊

衛集衛集上衛衛集
函務函

隊案隊案自隊隊
館館所館

札内札内衛函

地函地地地

幌所幌所隊
連連連

方方館方方方

地
連連駐

第

募

募自安自募自募自幌
隊集

集衛募衛集衛集衛
務札案

事隊集隊事隊事
幌所幌内

務札事札務札

所地地地所

所幌務幌所

連連連連

方方方方

地

号

衛募衛

自沢自

平隊集隊

成札事札
十幌務幌
四地所地
年方方
一

部部

野屯屯屯絡絡

連連

名

地寄

屯地名

駐地地基

萌別内川寄

空留紋稚旭
恵春西

郡市郡市市市

知

条

富ヶ軽比光１

上緑遠
町字５無南

良丘町須町

部部地地

絡絡絡屯屯
野

函旭名

金差館

今江函

部

山館川寄

瀬檜

今江千春字

郡郡市市市

町町町町淵

金差歳光内
国 字字

地部部部

絡絡屯絡絡絡

似寒前雲

琴月松八

部部

函同松山 同－札

八

市市郡郡

３幌館前越

野野前雲

西琴豊広広松

区町町町町

区似平

琴

月６６字末

部部部部

絡絡絡絡

ビ 似

江札

知歳別札

倶千江新
市

訓田歳別幌

業虻１千

別

セ倶錦野厚

練郡市市

厚

タ安４町区

ン知町幌

ー町丁

月絡絡

二部部

十岩滝

九見川

日

沢２市

見ル川

岩ビ滝

火大

２町

市

曜

町１向丁番９

西丁

条１

目軽２目

南丁遠目地丁

町

番 ４６

１

目地号

丁番

－－

金神７無

今姥番有

－－

号番

－地 －
６

－－

石町 ル ３寒番番建広

条中 内
１央号号

－ 丁通－

２ 目８
丁
目
－
３ －

－－－

南

１南目－別

－－

３
丁６

１目

東１丁

条－２

目－

１
－

－ －－

日

目－

丁８

５目

８
村職

西市
川

地滝

番

－－ －－

－－－－－－

３
集験志最志寄

自募受最
書の

隊案手願寄願り

衛
所類の類市

帯内続書り

－－－
地の市の・

広

－－－－－
募

出自募自募自募自津
隊集

張衛集衛集衛集衛
務帯事

所隊事隊事隊事

所広所広務

帯務帯務帯

－－

地地地地所

広所広

－－－－－－－

衛衛

自募陸同同同自自

帯帯

隊案自隊隊

衛集上

地地

川所隊広広

旭内衛

地帯美別釧

－－－

集

募自募自良自募自募
隊事

集衛集衛野衛集衛
務旭務

事隊事隊募隊事
川所川所

務旭務旭集旭

地地務地地

所川所川事

－－
旭

隊事隊

衛集衛

自募自

・郵区

地地

川所川

旭務

役希所

連求区送役

方請

・

帯、者町

部所望、

絡

場

村あ役

・、村

広町は
は

広ル場先又

帯ビ役て
は明自

市２又を

連

方方方方

５自記衛

西

部部部

絡絡絡絡

連連連

１

見室走標

北根網中

部
ン見室走津

ソ北根網標

命北松北中

生市市市郡

幌海路方方
ビ４本６標

絡

連駐駐駐駐連連

方広

地地部部

絡屯屯屯屯絡
釧帯釧

川路

旭釧

部地地
走付路広路

旭内帯網野

末

市市郡郡郡市市

川広

広

宮南美別釧西

下町幌海路

絡

連連連連

方方所方方

上遠枝

部部部部

絡絡絡

幸

紋空紋枝

別富軽幸

紋

上遠枝

市郡郡郡

別知別

絡

連連

方方

見富軽幸

潮

萌

稚留

内萌

稚留

部部

絡

衛し隊

黒運

大開

市市

内

地返方

南隊た地

条

封部

目連用絡

丁方信連
求

２にに請

第部筒に

絡

いお
手こ

きて切る

せい円す

扱は。

りをと

取

２東４西町

ル条町条津

６丁２東

目条

丁目丁１

目

－８南
－
７

目

１丁

２－１

通南町町町条町

り７字西字南

丁 ８線田春別

中別保丁目 丁

目１ 目番

４番

地 弘１番 番 地－

済地

ルジ

ビエ

会

見栄

１野岩新

町良町町

目栄通町

丁町

２町南

目目地 ８丁丁番 －２３
４

－－

１１

－４

６目

目丁

丁１

４町
－
５

一
五
四

うっ
同

－。て
し

－封
、

－ －－ －
－－－－

－－－－ －－ －－

－－－－－－－－

－ －－－

－－－－

－－

－－



北契工新
アイウ

平 海規浴ト加

成 道約事浴槽ロ圧

十 立槽本ーポ

四 福期概等体リン

年 祉のープ

一 村間要仕水スユ

北 海

１ 北

次 海

の平入 道

と成札工 告

に お 示

り年付事 第

一１す

般月る名
事 競 号

争日項称

道 公 報

申特代主定

１２３４５

営 のるに 表 非 請た款 定
動 っ活務載 者 あ利事記

法 たの所さ

第

款法 北

特の第 海

平 定変 道 連

非更条成 告 志絡

営第 示 願部

利事２年 第

類連活業項１

書に
の絡動のの月

促種規 号 提す
出る進類定日

号

他

出等部の

提２絡そ
連

又

及海出

類・提

書陸に

提空は

び・

月 特様圧トニ

二 殊等式レッ

十 浴契既昇ット

九 槽約存降チ

日

替日槽槽ー

取の浴浴ャ

工かの

油 事ら撤
平去圧

火 成及昇

び降

曜 年新式

３規）

札
入

下
以

介い

しと

供」

提札

を入

所た 年人のれ

家。

護う

称名地的

名在目 月の氏

ここシ

平ホ大札るア

日
ム市のとス

成ー滝幌
人でム

年ヘ和厚法がテ

ル子別
青、る確

月パ区はきを

ー

又と変よ

後こ法のに
告

受成）公

は。平更り
の 験

の。

、法証る

後年認す

号が

を７請

所第申

住律

出士郵

し第っ

更）あ

変

こ
票る

願す

先志送
の

り
寄

最
を

）
通。

１と

日 月浴
槽
日の

１

）
療
医

田 で置

池 ま設

実

のを

族）

台台台

１２

道

減る海

軽す北

担施

負
事

る堀

す
与事

寄知

に。

うし

日ノ葉高よ立
目
を

が総ヘ

８者、、

ア町齢
１域的パ

北目地合ル

丁
豊地派

道番でなー

海
知

祉ど

な福な

事号か域遣
宅祉

生在福

立、の

堀自

た

活

た

同

は３、

き第で

と条の
定５

や規第

速の条

、項

寄りお

最よに

にに項

か

市

自の準

の次て

り、い

場
役
村
・
町
、

所
役

区
・

自
は
又

８９
約札

郵落財札契要入

入
務 便札
の効作加

規 及者有書参

の込

第 電決な成申

則 び

。
る
す也

と
的達

報定入

６７

。札交交便

第う入郵

）説等

書よ の第明付付に 条

の場方る ７

持のビ

維祉ー

達を福サ

５

すケス

也

入保
金札 札

入開開入以証入

保 札札札にを保

下 札

日場日加付金

消 参納証

同

地りる

隊おす

衛と用

３４

方定

事道約海札入

工契北入
札行札

海資が条道執

北
建者うを幌の

道格行項

地
隊
衛

設名指示市場場

にい
札の

エオ入次
２

方
線沸加れ

外泡参ず

紫気
殺騰すに

に方札要書

る限提 第 よ法に否の 条

は） の 札。 項 入る出 １
よ

な者 に

めた 定 認し 規

条

者 め
札 定

。落 り

いを

ら付所法札 びか交入 及

関 海第に 北
道す北北電

番場 務条る海海話の 財

項札保号所 規
ま事道道

の幌健で 則
で

交 定市福

す 和
め中祉－付 昭
る央部

る と区障

よる納

税 しすの

証費

－

の

」 うこ付

等 時所時金
す。免

と とと

者、

う 成ににる除

い 平
同同。

。。、付

） 年じじは納

の法

当 月そ方

相 ２

額

す中所

含 のは

を 日者等

作に競場央及所

部簿名
載入北日

成登争所区び
海海

平さ札３時北北

の
て関西道道

成れに条

て丁幌本

年おし６札庁
中舎

及、指目市庁

度り

階

平付を北央６

び格名

該

菌浴るも
成け停海区

必す

置置に当

装装者
資と

圧圧なこ

加加要る

ユユ
ププ
ンン格。

ポポ

す 予
と た

トト
ッッ
ニニ

囲
範

の
格
。 価

る 定

一 内

五 で

五

こ北害。 年

の
低

最
、

北ろ３者

海

福 規内 よ西健 道
に条保

第
。丁祉 則線 る６
目課
－

号
。

下
以

方

。 前積地

む 午見、
財

も）
た治

の 時っ自

契法

に
額令 ５
金行 の
約施 分

す
費和 当

消昭 相
税

が止道北保

及年 る

さ保３健

福西祉

度でれ健条福

年

１

海るい祉６部

北あて
とい総目号

道こな部丁

入と課議

争。こ務会

競

組
にに

格
資
加

参
札。室

価

台台
１１

））
込込
組

と
」
則

規
務

て
っ

も
を

格

方第 上
地令 以
び政 額

い

の 消 の
簿

名
者

税札）

費号 入

築
建



項 北

土基 海

盤平

の

道

整成

規 地

告定 改

備 示に 良

］年 第

り１

よ 法

、 昭農月

道 号平 和

）日

北 海

の 北

土換 海

地平 道

処成

地

告改 こ詳

分 示良 の細

を年 第

札、し１

法 入は

昭 の入た月

。 号和 執札

行説日

道 公 報

約名所

税相者契

イアイ

関

業す札あに

事当落で

で金とかす在 者る者る

っ申事称地

あ額なをる

るを

第

額て

開に入る捨

そ号ア

の札 げ金をた

札掲札落

に算額

時決 る額加金 の

を

おに 札係し）

に定 入

当 他及るた

号

札提提

入
平参
成加出出

十希

四望期場
年者

一は限所成

年）
土 月 第の

１ 律業

年 法事
地

毛事 第増良 ）、改 号日

業

うの ３行画 のの計 条町

律 電公に

法 、書

年 は明

番する

第 話開よ

号る。

。号
）

－第
条
の －

２

免札者出を

か入たし務

便海

税書はる担北郵北

す道番道

事に、こ当海

札。る保号保

業記落と

です決組健健

者載

福 ある定織福

部

るこ後の祉－祉

かと速名部

障 を。や称障

にび者北者

問か及害害

額っ

てた び消金も

い

わ

２て 北の税て

、っ こ費
の該札

には 海告等当落

入 保に取金価

規、 道示

にと

す札 健定扱額格

定

に 祉る１す

る書 福めい

札未の

格記 部入円る

資

、

有さ 害に満で

を載 障

しれ 者関の

月、

二次

十に平郵

九よ成便

日番 り
定２

所年号

の月

入８－

火札日

参

曜

項地更 ５土変 第

申北

加

し い

北意 お良同 に改に

海

用沢

知。 準寒

道た て暑

法基

同区

堀る地

す南

事

第

第盤

規
の 線

項 内

９
に

－定
よ

所保海保

東
町

別
当

、
り

札福

、費在健道健

ず消

課

積等祉幌祉

見税地福

た税央

っ課中

もの課市
条

金者３

約業北

契事区

る６

のあ西

額で
か丁

健る数札

なた 保す端入

あ参

者額 福条がに

い金

し当 課にる加

のに 祉件

入金 反きる た該 違とす

、の た、は 札額 しは者

入そ、 財札の消

、数税 の 規は端費 分 務

無金等 ５ 則

日

出市

提幌

を札

書道

込海

。３

と北

こ区

る央

す中

整

丁
６
西
条

達

１２３
１進

也第促

条備

線の

成路路

平道路道区

の

岱
蕨

月
１類名域

年種区

更の

区
地

北

道しそ日 海

たのか 道

。関ら

路 庁

告法 経

係２ 示 済

図週 第

和 の林面間

昭 次部

税 の免目 分

図務は、

事

３
に業

の 定
立村立次

指アイウ

伐林伐と

木木 主主森間
伐 はと整にお 施のの 伐

額に に 第

、し備係り 伐

効

相 とを係

各るすり課

す切る 条当

る平保指

森す
定１２

。
安 法。成

林

定

目

月の 和１の

昭年林 第
示
告
道
海
北

川
旭間

麻
当
道別

日道愛

前別
更の
変後

線

、一 号

海の

法 及及北般

年 」課

第 積道縦

律 びび
次丹建覧

の町設に

お場道す ） と役部供 号

りに路る 第

」備整。
及 １

、置課 第

はえ備 条

択て計ると 採採 業

省い

方限 要伐伐画森す のの

を定は度。

に採で林る

るる次

るすめ、

件法よ
が伐お

と準と

こ標の

。

る

る以す

き齢と

で期り

立上

所
在 年

第所的

律場 法日目
次砂 ）積・て土 号

丹

のの 第郡
積の図崩

町・示の の丹２に壊 条

す防 ２大

号

知
道延

海
北

員
幅

の
地

敷

縦北 の

略てび 項

堀長

事

に

そに道 定

、覧海 規

し
る土 り

図す川 よ

の供旭

路

び）現 道

及。木 、

面

備 域

書に 区

係所 の

関業

の
はも
木の。

をえ を

類

の
木。

立る
該す

当と
、

部備 第

町
市

る
す
在

所

字

限 の国４に 項美の分 １

る 規町・
字

。 定大
海字 よ沢 北・） に

道船 り
次１
知澗 、の
事

の・
堀 よ

海
北

以 う

一道

五知

六

と区
等複

達道
国重

堀
事

と

海い の

北置 次

の間

也

変示

志告 り

後、 お

道て

上 にの

町
市

る
係

に
村

支

達筆 安・７ 保

に 林

也
達

指２い

也つ をの



の２ 北

平よ収 海

成う平納 道

に成代 告

平 理 年改 示

成 北正年金 第

十 海し１融

四 道、月機

年 関 告平 号

一 示成日の

北 海

開れ開所開

は
事１２３

許

完成発る発及発

、平

区地許び 了

を名年

し年域域可氏可

。月は名受月

た１又の
工称け日

日区た及

道 公 報

北

都 海 苫岩岩江江

道市 小見見差差

告計 牧沢沢都都

示画 圏都都市市

第

計計画画

法 都市市計計

市

昭 計画画準地

号

の園火計

和 画そ公防区

公

第

規に 北

都定備都 海

にえ平 道

よ置成

市
告計
りい 示市 画
、て年 第

次一１

法
昭に般月計 掲の 号和
げ縦日

号

か地 上

先
川 当で １上 郡ま 番ら 川

麻 三

当 町先
郡 麻地

条鉄

月 項 第

二 年中

十 ２七

九 号月飯

日 １町
同

道ら協

海か業

北日農

の施

火

定す合

指行組

曜

番

に者び

融。渡

金る、

千２千千平

ま住号

含の

市び市市５

歳及歳歳成

雲地８

祝第東土年

梅
工町開月

区２発

番４丁公日

法 の域

年 園他地画

施ち

第 理ま

律 処歴

設中
神第

姥）

歌号

地

１

）第

区条

律町供

法市に画

年る覧
がる

第村す

の 変。
た 第種 し ）

更 号
都

東道町

画 ２
計類 第
市 条

四敷
前後

目）１

丁地番

日

北業

び農

及野

関大

機島

理知組

代道同

納海協

収
関磯

機堀上

融、

金事合

理都

１）目社

の農

）町

北５

か地長第

ほ番事整

海鈴－

筆 道木

知号

項

、
２

区
堀工

修 ５
事第

差 見見規

白岩岩江江の

市市町町に

沢沢定 老差

に
為

行
発

開
の

次
る

よ

町
村 い
書町 お
図市 に
の 項

道 用
し海 準
写北名 て
の

法
道 同
海事 る
北知 す
を

設 第
建堀

部
都 条

らでらで

かまかま

次組

を也同

部協

一達業
北

次

３

海

の 道

と

開

教

お

発

育

り

許

委

一

可

員

般

年

会

達第

月

開所

都は
事１２

区
也工

成発る発及

市、平開れ
区地許び

計完
画了

のを名

法し年域域可氏

た１又

工
る

す
関

。月は名受

北 と２

海 お収

道 り湧納

空 改代

知 め別理

支

信

る金

庁 。町融

告

課
画也 項
計 ２
市達 第

機

の収農収

２合２町２

の
収

協代

北納事あ納業南納

ひ理同理 檜る 代項さ代

金削か金組金 山も 理を

の機

町融りわ融合い融

、や事

合ひの

機、機

農削函

古南を

木ま項新

同函

農協、館

町業り

内

競

業

教

争

日

育

入

及

長

札

び

告 番道

示 号教以 第
育下

号
２

代平委 表成入
員札 取

締年」 会 役７と

教

工称け

昭

月い

和

日区た

第
律ま住

法含の

年に者

岩札プ
ウ 第

沢市ナ ）

見幌ラ 号

市北

大区ト

託

和篠コ 条
示 銀 農関

第

行 業の

２

協
項

号 中支

託社
信会 組洋式 同東

株

合

庁

農関

会 別式
紋株同
行

銀

川の項の

農関旭農関事
協

項市項を項 業業業 の

留の芭

中農中次中 協協

正協萌と露

同同同 旭業

合業

農同市お農 組組組

合業改協

合業組合農り
同る留組

同の協め同

協

萌 合項組。合

同組事旭

合市

協組館農

、を合の

協

合厚業協

組、農業 同
内町組組 知部同

同 、沢
協協び

業業及

農農合合

合合山

組組檜

同同北函

う 萩育 中日。

長

正空を
）

告 弘建実

示

る

第す

指施

一 －。

五 ５

七

項

条町ポ １

１路ー 第

号

シ 規

北丁路ー の

９篠レ

海目

ョ 定

株 よ地 空番ン に番 道５
知２

式 る
開

長ほ社 の

庁会 次

支号

郡

筆 行

水３ 発

か

告

町を
項 別事

湧の
社

示

る
め
改

り
お

同と同
の

次

のび項 川 旭次及事 郡

。

削 平 檜市と増を
小 北川

居り市町町り

山神お毛

別

業め業湧

農改農、

町
同。同農

同協る同協同
組

及の同

合合協

組組業

農館 、、町

北項合

び事

業

北瀬
業組

業農同市

農町協

渡
組事

組同の同

同協合

協
島び次

渡及を

、合項

合

関
に

元 為

農松と

森若の

の

」」

同同

工

彰 る
す

秀 業同り同項

農削事

野を
平」の

同小次

協、を

同 同

協業り

業農お

」組」 」

合組る

組同め

同協改

、合。



４

申査道
約 審海

イウ契北

書行幌 請項 請を札
条 申

す

のた中 示 の類っ市 を

提と央

北 海

３

者のア あ条

は審

こ付ア査申 条 当る件こ
５ 入 調と一かを の の 該

ウ請 の 札 達。般ら申請

、 品争まし ２の は 物競

に入でな の

道 公 報

２

と

札の平道当こ

入次る

行調を

にい成が該

参ず
北指物明

加れ年う達証
にた

るも海名品し

すに
者該道競

第

１
達ッ達

札調ネ調納納

入
すワす 付入入 をトを に

る期場 物ク物

するーる

品機品

号

、適成

おの平

な定
協

平こ用
成のを年
十入受１
四札け月
年にる

一

所北

出き区 場 方 係。日

電査西

審条

、３

法先は

れ便海話結７

申け郵北

を目

書ば番道番果丁

請
のら育申

類な号教号
請 庁 提な

に

出い－企－者

画 先。

通 総－ の
期 定 方 関札にけ 規時 地

、加めば に 自 し参定れ
ら平 る 法 要資るな よ 治

仕のこな成 条 施 求格と
件 行
令 様審ろい

一

書査に。年 付
競 和 記り月 般 昭 によ１

載、

の２日 争

告争関者

政 要のか 入 年

、あ

必す示入しで

に当

に迅る

要る第札

なこ

なと

北北資と号関速こ

規るア。

海海格。にす
す名タ

立立定指フ

道道

物停サ

殊書るをー

特図
セのさビ

育品止ー

教館

仕

項のの日所

等器等 事
及式等平北北

称１様

名

道道

び成海海

数

科

札５教理

量入年立立
研教

説月育

明

海及所セ

北書日究育

月る

二調

十達

九は

日、
４

年

火月

曜

指務知

マ
日

す 示北部

る

札政内 よ道育。

に海教

作幌策線 り
成市室

し中教－

た央育
条

書３課

請北策

申区政

ら 札

を西

類

び月 あ 第 等及２ で 令 件
を

る 満
し掲ま で 。

たに日 の 号

いるの 入 下

てげで 、 以

る資開 札

とを時 参 令

こ格庁 に 政

証す内 し と

を有間 加 」

て・

ン購れス

明る よ い

テ

資なン

ーのいメ

タ入
。ス

有とン

をこナ

格い
整

。が

と制

こ体

るの

す

ー

教要）タ

道び金ン

備

教に

会書

員様

委仕

育求

田
鎌

。

長る

育よ

日

た
れ
さ
成
作

で
ュ

シ
ケ

ラ

し目

出丁

提７

達
調
府
政

な
海開に入る捨

議北号ア

た

札 の道掲札落額て

会

額加金

の札 議議げ金を

の入等算額

時決 決会る

）

たど と 。

しか うう

を

で第るか

者う す

８９
格

務 交もこ

落財を契要そ

則て契 者書 規っの

札約

さ

札は の 第入約 の作 付

７
い
て
れ

保和る入
と札交 以証入
を北ろ明

下札 金年こ説

保
道よの

証 消納海に書付

６

市
昌

付

札札に
札札

入開開入
入

５
る
す
関
に

加 保参 札 札 教行
道執
海札入

北入

札にし）

に定 庁場
育の

す決及係たを

おに 要議
てた るをびる金も

い当
費て

、っ 事得こ消額っ

２て 件たの

該札

には とと公税当落

にの金価

規、 さき告等

て本定取額格

定入 れは
る書 い契め扱にと

す札
円る

資に る約るい１す

で締札未の

格記 のを入
を載

決成

、 定の 方

自 １効方 方要 第有地 条

法 の入治 項 法法な否他

に 規札
よ

場る和 に

の限昭 定

所。

律 め

交し法 定

で）年 り

の 税す規る交

金 費

付た

こ第に

納 等る則。付場
関所

付 」

の とと

北

除 う。る

免 い。号す

）下項海海

、 。以事北

付 相道道

納
法 額務幌育

方 当財札教

は 含則中企

等 を規市庁

時金と
う
よ 証 日場日し

者
る
す

時所

共道平

同同、

用教成郵にには

送 会育

。。の

議庁年にじじそ

画月る者

室企２よ
場の 郵総

務日所

総び
画及場 企所

札

策道

政海

育北

教
部時

に満で

政中

育市

教幌

室

れ 落す関の、

有さ 、結

数札

なた 札るす端入

し

額 を条がに

い金 者。る
にる加

のに 決件あ参

者

る た該 し違とす し当 定

額 場しは者 入金 た反き

入そ、 、の 合た、は 札

は財 仮札の消

す者第 た

契は端費 分 務

予 るを
者第 格

札） 価

。落号 定
のと

範
。１ の

る第 限
す条 制

画

に あ

定 で

規 内

の 囲

項

務

政 。と区総

、 む」央
教

第 のう３部

令 ）い北

。条

）西育
丁策 の の

第７政 条 分

目室 ７ ５
当ら育 び 相か教 及 に条

策 海 す第政 北

課 道 る

に部は積

送務日合見

る育）平っ

よ教火、も
契

場政成た

合策午
２金

は室前年約

、教
郵育時月額

便政

税

号課ま費

番策分日消

）で
に及

丁
７

西
条
３
北

課区

策央

一目

五
八

約、数税 の 規 庁
道
海

北

額に に 第 書無金等 ５ 則

を効

相 締とを係

るすり課

結す切る 条当

、 最

り て

よ っ

、。

し各 価道
海 の

北 低 の

で 規 上

ま 務 以

条 財 額

定 入

の 則

札昭め

着地

－必び

。方

階
９

館
別

海税

北費

）消



条務た 北

遊のの 海

技遊で平

の

道

機技、成

適

公正

平 の機同 安化

成 認の規年 委等

十 定型則１ 員に

四 及式第月 会関

年 びに９ 告す

一 型関条日 示

北 海

．

道 公 報

．．

ここ詳

のの細

入入は

札札、

及の入

び執札

契行説

第

所約本

員る契契日

アイ

及

一とにの語

のこ約名

日 在 にす続び

部。関手

税事お本

免るに

号

札あ

事当落で

税相者
イ

で金とか

者る者る

業す

る るをっ申

あ額なを

月 式す第 第法

二 のる１ ７律

十 検技項 号

九 昭 定術の

日

にの定
和 等上規

にり
法 す格よ

年 関規に
律 る

火

則合示
第 規適公

曜 しす北

昭てる海 号

道

公

安

委

員

会
約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が
有

業を称地て通

事務い国

郵電用

が当使

者担、貨
る

るる海便話す

いす北
織教号号言

と組道番番

はの育語

き

及 、名庁

通

共称企－－び

同及画

貨 － 企び総

はる

免札者出

か入たし

業記落と

事に、こ

税書
定だ

です決た

者載札。

かと速、

るこ後し

ある
わに者

問か札

を。や落

日

る公 第

和い。道 ）

年旨安
会 ４

家検員 第

国の委 条

安委 項

公定
営定

員俗長 検

委風員 の

田 う

則等い

規業潮 を

会
４規。

第の

告

示

り
得
る

業所務

。

体在部北
政札内 費育道

消地教海

等策幌線 税
免室市

税教中－

事育央
条

申課３

者策北

業政区

同

、費共

ず消が
書西

出

課体

もの業

積等企

見税

約業合

契事場

た税の

っ

て

のあっ

額であ

金者で
る
か、

行

）及を

号制）
型式の概

３

６業っ

第び
遊遊型製 表造事

代製う

造 は所技技 者
又業

定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

製う型式
２

年有 造式請

定定は造事

検検検又代
者 定の申名又業遊遊 表

丁

を７

有請称は所技技

式の概要検

１

す
出目

提

遊型製型定

造事
製う型

年 造 は所技技式

又業遊

税の の免そ 分

事構

名表 定は
検又代

に業成

業 の検の機機

請称者

申

在種区者 氏査所のの式
エ日

名行地類分名名

を
表葉胴技ル本

代千回遊
遊のリ胴

取県式機ド回
ム遊

役山技認ー式

締流

び機

吉中及１技

市機定

式業試者及

久型工

田野

氏住 期 者月 験のび 番効

日

名名号日号間名所

番
平第公東 ア株

示京本 成 ウ式

の都回 ル会

日千胴 年 ズ社

代式 フマ１

成区技

ォツ月号平田遊

レヤ

内機 ス商日

及検の機機
ト会年神工

のび査所のの 番効の 者

類分

氏住を在種区 期氏

広回遊

号間名所名行地
玉島胴技

第公広株代埼

示島式表

の県会取県県式機

日広社締羽安遊の

島マ役生芸技認

海及

号平市ツ市郡機定

商本沼田び

成南ヤ山大

区

の機機試

年仁会２町型

者月 査所のの験 式業 検

分名名号日

を在種区番
平

行地類

鳥栃千回遊サ株

成 取木葉胴技ン式

県県県式機ダ会

年 米小四遊のー社
メ１

機定２ー月

子山街技認

市市道

和荒市及－シ
ー日 田井鷹び

の型販

名

氏住氏 のび
の 者及

町

会取

縄式表

沖株代

名所
別

湾ー
野メ役

宜社締

県

木式業

志販
真ー所

市シ

の株

秀
一

検式

す
関
に
等社 地定会 番

一 る五 規九

式

月一株

１田業

６
第

則

丁
ら４
か番

）５社

日目会

南式

ビ
コ
ヤ

間ミ
年

３号

月３就目幸の

１保基丁
町検 丁

定 日目番
号関

か番５に

）４番等
則

間規

年る

３号す

ら２

６
第

台式売 番一の 地
番に

１等

地目定

番丁検

売直

６
第
則

規
る

す

地関

目
丁
２鋼

喜
番

５
ル

号
２

第
条

号

号
２

第
条

号
２

第
条



造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

北 海

事
製う型式の概要検

５

式

又業遊遊型製型定

造
の機機試年 造 は所技技

月 査所のの験 式業 検

道 公 報

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

第

検検検又代製う型式
４

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

効の 者及検の機機 有請
のび査所のの 番

号

要検 平
成型定
十式 四試年
年

月 験 一

行地類

氏住を在種 期氏

岡山代岡回

号間名所名

示山佐表山胴

第公
の県株取県式

日新式締浅遊

見会役口技

成高佐里

号平市社郡機

尾野庄
町 年

慎里

在種区番 者

月一見 番 １

平

行地類分名名号日

を
岡回遊タ山

成 山胴技イ佐

県式機ム株

年 浅遊のパ式

定ク社月

口技認ー会１

郡機

里及

氏

見の

里式

町型

庄び日

号間名所名

番氏住 期 者

平第公岡山代

名名号日

株

示山佐表 成 式

の県株取 ・会

日新式締 年 お社

見会役 水平１

成高佐

の和月号平市社

花

尾野 道日

年

慎

を在種区 期氏

月一 番 １

間名所名行地類分

氏住

技

第公群株代群ぱ遊

号
示馬式表馬ち

の県会取県ん機

日桐社締桐この

生平役生遊認

広機及

号平市和市技定

沢島沢び

成広中

丁の

１二二式

年町町型

番

月丁潤

月号日 二
十平 九成 日

年
月

１

火日

曜

地
の 日

検

間
年
３

ら
か地

）番 １ 定
第
則
規
る
す
関

地に

番等

地

第
条
６

の 目検

間
年
３

ら
か

）１ 日

目

定 日

等 ）

のす

ら地地関

か番番に
第
則

間規

年８８る

３の

第
条
６

日

定は

概要検検検検又代
者 定の 製型申名 定表 定

の
８

号
２

年有 造式請称

造事

検検又代製う型式

名又業遊遊型 表 定定は

有請称は所技技 者 の申

事
う型式の概要検検

７
技式定 業遊遊型製型定

又代製
イ
号
１

年 造 所技

表 定定は造

要検検検検

は 者 定の 製型申名又 定

式の概

６

年有 造式請称

番効 業の 試者及

技
遊型

番氏住 期 者氏 月 験のび
有代

名号日号間名所名

平第公東 ア

示京限表 成 イ

の都会取 ジ

日新社締 年 ー

宿リ役 テ１

成新ク田

ィ月号平区ッ

ー

宿コ中 ジ日

者及検の機機

ャ年一ー

氏 のび査所のの 効式 の

類分名

氏住を在種区 期

大回遊ハ

間名所名行地

イ表阪胴技ー

公東ア代

の都ジ取府式機レ

示京

認ダ

日港ー締富遊のー

区テ役田技

市及ッ

平愛ィ林機定ビ

一ジコ大びド

成宕ース

機機試

年丁ャッ字型ソ

者月 所のの験番 式業 の

分名名号日号

在種区番
平第

地類
回遊ス山

成 胴技ー佐

式機パ株

年 遊のー式

技認リ会１

機定ノ社月号

及

効 業の 試者及検

型
び日

を 期 者氏 月 験のび査 番
日号間名所名行

番氏住

平第公岡山代岡

名号
山

示山佐表山 成 佐

の県株取県 株

日新式締浅 年 式

見会役口 会１

高佐里

社月号平市社郡

成
尾野庄 日

町

ノ
遊リ

分名
区
の式 機

年

定ワ
認ナ
のキ

機オ
技

び－
及

月目レ介

パ１丁ポ理

型

ー

ン
株

号ン

会）７ョ

式日番シ

ト佐式ン

間
年

３
ら

社か

検

月３ン・備の

１目パ
番株ウ

定 日４式ィ
社ゼ地に

）号会ン番等

３宕ーす

ら愛ラ１関

か
ル第

ビ則

間洋規

年東る

す
関
に
等

定
検
の
式

７６ ６
第
則

規
る

慎里

地 月一見 番 １
の 日

間
年

３
ら

か地

）番 １

す
関
に
等

定
検
の
式

一る 六規 〇

第
条

号
２

第

階条

６
第

則
号
２

第
条

号
２



式の概要検検検平

定成 遊型製型定

十

造 技式定の

四 機試年有

年

月 の験番効 式業

一

北 海

造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

道 公 報

事

代製う型式の概要検

又業遊遊型製型定 表造

機試年 造 は所技技式 者

所のの験 式業 の検の機

月 査

第

は

の概要検検検検又

９

定の 型製型申名 定定定

業試者及 年有 造式請称

月 験のび 番効 式

号

又業遊遊

造事
製う型式

のの

検の機機

は所技技

区番期 者

査所

月 分名名号日号間二
十 平第公 株 遊九 示 成 式 技日 の 機フ会

日 年 のィ社

認ー三１

成

定バ共月号平

及ー火 びド日

型デ年曜

在種 期氏

のザ月

式カ１

間名所名行地類

氏住を
馬ち

第公群株代群ぱ

号
示馬式表

の県会取県ん

日桐社締伊こ

生三役勢遊

境毒市機

号平市共崎技

野島三

成
１六秀町

年町和

を在種区番 者 氏

月丁行

平

名行地類分名名号日

代大回遊ビ株

成 表阪胴技ッ式

取府式機グ会

年 締堺遊のマ社
ール月

役市技認ネバ１

八機定

中田及テ

２式

町型ク

野西びッ日

所

番氏住 期 者

弘丁の

純

公大株

名名号日号間名

平第 ク有

示阪式 成 ウ限

の府会 ケ会

日大社 年 ン社

阪バ －リ１

ッ月号平市ル

成北テ ク

区ッ コ日

レ月満

ポ１天

ー年東ク

回遊

行地類分

を在種区

伊遊の

県式機

庫胴技

兵
伊び

北及

市機定

丹技認

丁の

２式

丹型

日 検ウ

か

等ス）

定ル日
ら

に
関

条
６
第
則
規間

る年

す３

第

目

番 日

地

検

間
年
３

ら地 か１ 番 ） 等

番定
条
６
第
則
規
る
す

関

号に

２

第

ー

番

ンか１

ョ）目

シ日丁 定

目検

間
年号
３２

ら

等
６
第
則
規
る
す

関 ３に －

点線と合
３

イ
号
１

第
条

雄海制 と か 制

武域限 限らの

メ町と期 区交

ーのす間

はか ト境る 度 域点

宗な

第１２

ル界。

海。限

条平操２谷い制

の掲区区

第成業に

１
１限る業

項年制げ漁域

号
２

規月制調

の

宗

宗い 谷

谷 海

支
か

区

庁 検な

漁

管 定ご

業

内 の

等

調

沖
す

整 有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

造

検又代製
号
２

年 造 所 請称は 者

申名又 表 定は

幌、 の線 分 、ら

点と 延
、最 町
利大 度
メ と尻高 ー 豊富潮 富士時 ト

鬼岸 のー の町海 ルメ 町
とと 及ル 界脇線 点ト 境

尻交 利各 と
利の びの 線

限整 定
りに会

よ域員

に日区委

、お

とは

のて下

次い以
」

制か会

りい員

お、委

合
く

す谷ごと

限宗な

委

海

効い

員

域 期網

会

に 間漁

指 指 宗

お
業

示 公」 谷け 第 示と

海る １

い のい

号う 区。 か 日

漁な
の ご 平）

業

操 又 成

調は

験番 式業 の機機試

年業

号

在種区番 者月 所のの

平第

地類分名名号日

株 群ぱ遊

成 式 馬ち技

県ん機福会

年 桐このふ社

生遊認くソ１

市技定神フ月号

ィ 境機及

の 者及検
町型

野びア日

所名行

氏住を 氏 のび査

県会取

馬式表

群株代

名
ィ井

市フ
生ソ役

桐社締

町点 最尻点 町
野ア置

境

法ら 高順 仙
仙か 大町を

時に 志
志、 潮法次

の

ん 沓
境度 海結 と

岸界
線線分 で 形

一 ととの 延 の

六 の最線 長 境

一

点高西 る 線

交大以 す 界

ら時宗 線 最 か潮の 直 と

く。

。区すう

る海等い

整漁承

調網の

業い）

漁

け

会営受

員をを

委業認

安な合
は場

長でた

会ん

に お

らは

整

月つ き １

委い あ
み 員

）、 を 日て

示会

す ３法 と ら業 的 か漁 目

年

す和 、 間昭 る

定

目検

丁の

七式

い年 く

等
６
第
則

規
る
す
関 地に 番

目
丁男

七定

支 北 高 、海谷 以 大

地
番

岸
線庁 潮、

と管 時枝 度
の内 海幸

いこ

藤な、

分交岸町沖 しで

則だり
た限

善。の 業第 漁律 網法

、

イ
号
１

第
条

下）
以号



毎
週
火
・
金
曜

北

扱の度則の

取こ年附こ

なは

領示か示

要指い指

るす成

め等平

定ご、

に

海 道 公

８９

陸操漁操に指操事

会る
ので

揚業獲業報摘業項

し項承、

港海成の告事

の認なの認委

及域績承

陸面報をけ遵を員

びに

けが

揚す告受れ守受会

げるけば

第報

操。制小て

たいれ

６７
型 業認識業限操

操承標
承はし
定 の証板の又業

認自の認条な
置 承を等

受れ
漁 をら掲を件け
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